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　毎年、市民の皆さんの声を直接

お聞きする場として、開催してい

ます地域懇談会。本年度は、特に

総合計画後期計画と後期地域計画

の素案を説明して、皆さんから、

広く意見や、まちづくりに関する

提案をいただく機会と考えていま

す。

　各地域懇談会の日程と会場は、

下表のとおりです。多くの皆さん

の参加を、お待ちしております。

　　まちづくり推進課（内線６３６）

各地域で地域懇談会を開催　―総合計画後期計画と後期地域計画素案に意見、提案を―

ところと き地域名
明智文化センター２月１０日�明智町
上矢作公民館２月１６日�上矢作町
山岡農村環境改善センター２月１８日�山岡町
笠置公民館２月１９日�笠置町
サンホールくしはら２月２２日�串原
恵那文化センター２月２３日�長島町
東野公民館２月２５日�東野
市消防防災センター３月１日�大井町
岩村公民館３月５日�岩村町
武並コミュニティセンター３月８日�武並町
中野方コミュニティセンター３月９日�中野方町
飯地公民館３月１５日�飯地町
三郷公民館３月１９日�三郷町

問

多
数
の
場
合
は
、
配
水
池
か
ら
の

距
離
な
ど
を
考
慮
し
選
考
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

水
道
課（
内
線
１
６
６
）

□
職
種　

看
護
師
、
准
看
護
師
、

臨
床
工
学
技
士
（
資
格
取
得
者
）

□
勤
務
地　

国
保
直
営
施
設
、
市

透
析
セ
ン
タ
ー（
岩
村
診
療
所
内
）

□
人
員　

若
干
名

□
採
用
日　

４
月
１
日�

□
申
し
込
み
方
法　

市
備
え
付
け

の
職
員
採

用
試
験

申
込
書

に
、
①
住

民
票
②
資
格

証
明
書
③
写
真
―
を
添
え
て
総
務

課
へ
申
し
込
む
。

※
職
員
採
用
試
験
申
込
書
は
市
公

　

市
に
は
、　

カ
所
の
浄
水
場
が

２９

あ
り
、
安
心
し
て
飲
め
る
水
質
を

確
保
す
る
た
め
、
水
道
水
の
監
視

と
検
査
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

合
わ
せ
、
配
水
池
の
系
統
ご
と
の

各
家
庭
で
、
水
道
水
の
色
や
濁

り
、
残
留
塩
素
を
チ
ェ
ッ
ク
い
た

だ
く
、
水
道
水
質
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

□
募
集
人
数　

▽
大
崎
配
水
区
＝

４
人　

▽
雀
子
ケ
根
配
水
区
＝
３

人　

▽
正
家
配
水
区
＝
４
人　

▽

月
沢
配
水
区
＝
２
人　

▽
武
並
配

水
区
＝
５
人　

▽
中
野
方
町
＝
４

人　

▽
飯
地
町
＝
５
人　

▽
岩
村

町
＝
５
人　

▽
山
岡
町
＝　

人　
１０

▽
明
智
町
＝　

人　

▽
串
原
＝
６

１２

人　

▽
上
矢
作
町
＝
６
人

□
内
容　

①
毎
日
の
水
道
水
の
色

や
濁
り
、
残
留
塩
素
の
簡
便
な
測

定
と
記
録
②
異
常
時
の
通
報
③
そ

の
ほ
か
水
道
に
関
す
る
モ
ニ
タ
ー

□
任
期　

平
成　

年
４
月
１
日�

２２

―
平
成　

年
３
月　

日�

２３

３１

□
謝
礼　

月
額
３
０
０
０
円

□
申
込
期
限　

３
月
５
日�
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
む
。
応
募
者
が

募
集

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（http://w

w
w
.

city.ena.gifu.jp/

）

□
締
め
切
り　

２
月　

日�
ま
で

２２

□
採
用
試
験　

申
込
者
に
後
日
通

知
　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
職
員
係
（
内

線
３
０
４
）

□
職
種　

保
育
士

□
人
員　

若
干
名

□
採
用
日　

４
月
１
日�

□
受
験
資
格　

保
育
士
資
格
（
本

年
３
月
取
得
予
定
者
も
可
）
と
普

通
運
転
免
許
を
有
す
る
方

□
勤
務
条
件　

賃
金
（
日
額
８
０

０
０
円
）・
通
勤
費
別
途
支
給
・

社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
に
加
入

□
勤
務
時
間　

午
前
８
時
半
―
午

後
４
時　

分
、
週
５
日
間
勤
務

４５

□
申
し
込
み
方
法　

履
歴
書
・
資

格
証
を
持
参
し
申
し
込
む
。

□
締
め
切
り　

２
月　

日�
午
後

１９

５
時　

分
ま
で

１５

□
採
用
試
験
日　

２
月　

日�
午

２４

後
１
時
半

　
　
　
　

子
育
て
支
援
課
児
童
施

設
係
（
内
線
２
２
９
）

市
職
員
（
看
護
師
と
臨
床
工

学
技
士
）

申
・
問

申
・
問

水
道
水
質
モ
ニ
タ
ー

申
・
問

▲家庭で水道水の残留塩素をチェック

臨
時
職
員
（
保
育
士
）

▲昨年度の地域懇談会の様子（大井小学校体育館）※開催時間は、各会場とも午後７時～９時です
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
が
、
１
月　

日
か
ら
、
健
康

２７

な
成
人
の
方
も
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
、
優
先
接
種
対

象
者
の
み
で
し
た
が
、
こ
れ
で
全

市
民
の
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
予
防
接
種
を
希
望
す
る

方
は
、
次
の
医
療
機
関
で
接
種
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
予
約
が
必

要
で
す
の
で
、
医
療
機
関
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
非
課
税
世
帯
の
方
（
税

金
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
世
帯
）

は
、
接
種
券
を
発
行
し
ま
す
。
本

人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証

や
介
護
保
険
証
な
ど
）
を
持
参
の

上
、
健
康
推
進
課
か
南
部
５
地
域

の
振
興
事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
す
で
に
接
種
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

□
予
防
接
種
が
で
き
る
医
療
機
関

▽
井
口
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
大

湫
病
院
附
属
恵
那
診
療
所
▽
加
藤

ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
さ
つ
き
内
科
小
児

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
市
立
恵
那
病
院

案
内

は
、
市
役
所
か
ら
、
保
険
料
変
更

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
支

払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

国
民
健
康
保
険
＝
市
民
課
保

険
係
（
内
線
１
４
６
）、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
＝
市
民
課
医
療
給
付

係
（
内
線
１
５
２
）、
介
護
保
険
＝

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
内
線

１
２
４
）

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
の
存
在
を
知
ら

な
い
消
費
者
の
方
に
、
お
近
く
の

相
談
窓
口
を
案
内
す
る
「
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」。
こ
れ
は
、
消

費
生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を
踏

み
出
し
や
す
く
す
る
も
の
と
し

て
、
１
月　

日
か
ら
全
国
で
実
施

１２

し
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
で
、
ど
こ
に
相

談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合

に
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
利
用
く
だ
さ

い
。�
０
５
７
０
―
０
６
４
―
３

７
０
（
ゼ
ロ
・
ゴ
ー
・
ナ
ナ
・
ゼ

ロ
、
守
ろ
う
よ
、
み
ん
な
を
）

※
な
お
商
工
観
光
課
や
東
濃
振
興

局
恵
那
事
務
所
振
興
課
で
も
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
消
費
生
活
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
ま
す

▽
た
ぐ
ち
耳
鼻
咽
喉
科
▽
恵
那
メ

モ
リ
ア
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
河
上
ク

リ
ニ
ッ
ク
▽
お
が
わ
医
院
▽
林
外

科
内
科
▽
森
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
度

会
医
院
▽
三
郷
診
療
所
▽
十
全
堂

医
院
▽
飯
地
診
療
所
▽
岩
村
診
療

所
▽
山
岡
診
療
所
▽
尾
崎
医
院
▽

山
田
診
療
療
所
▽
串
原
診
療
所
▽

国
民
健
康
保
険
上
矢
作
病
院

　
　

健
康
推
進
課（
内
線
２
５
５
）

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
公

費
）の
申
請
で
、こ
れ
ま
で
は
毎
年

必
要
で
し
た
診
断
書
の
添
付
が
、

２
年
に
１
度
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
４
月
１
日
以
降
が
有

効
期
間
の
開
始
と
な
る
再
認
定
申

請
か
ら
は
、
診
断
書
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
そ
の
翌
年
の
再
認
定
申
請
時
に

は
、
診
断
書
の
添
付
が
必
要
で
す

　
　

社
会
福
祉
課（
内
線
１
３
４
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
内
部
障
が

い
）
に
、
肝
臓
機
能
障
が
い
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
基
準
を
満
た
す

方
は
、
手
帳
の
取
得
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま
た
肝
臓
移
植
術
や
術

後
の
、
抗
免
疫
療
法
に
つ
い
て
、

自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）
の

利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

□
対
象
者　

認
定
基
準
に
該
当
す

る
肝
臓
機
能
障
が
い
の
あ
る
方
、

肝
臓
移
植
を
受
け
抗
免
疫
療
法
を

実
施
し
て
い
る
方
。

□
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

申
請

書
、
診
断
書
、
顔
写
真
。

□
受
付
開
始　

２
月
１
日�

　
　

社
会
福
祉
課（
内
線
１
３
４
）

　

現
在
、
日
本
年
金
機
構
（
旧
社

会
保
険
庁
）
で
は
、
受
給
者
か
ら

年
金
記
録
の
訂
正
の
申
し
出
が
あ

る
場
合
は
、
再
裁
定
の
変
更
な
ど

実
施
。
支
給
額
が
少
な
い
場
合

は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
差
額
分
の
支

払
い
を
、
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

増
額
さ
れ
た
年
金
は
、「
本
来

支
給
さ
れ
る
べ
き
年
の
年
金
支

給
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
前
年
の
所
得
を
基
に

計
算
し
て
い
る
医
療
保
険
料
（
国

民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
）
や
介
護
保
険
料
が
、

過
去
２
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

　
　

商
工
観
光
課（
内
線
５
２
３
）

　

平
成　

年
産
米
か
ら
、
戸
別
所

２２

得
補
償
モ
デ
ル
事
業
と
自
給
率
向

上
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

制
度
変
更
の
説
明
会
を
、
各
地
域

で
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
農

家
の
方
は
出
席
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

●
２
月　

日�
午
前　

時　

１５

１０

▽
中
野
方
振
興
事
務
所

●
２
月　

日�
午
後
１
時
半　

１５

▽
東
美
濃
農
協
飯
地
営
業
所

●
２
月　

日�
午
前　

時　

１６

１０

▽
笠
置
公
民
館　

▽
三
郷
公
民
館

▽
東
美
濃
農
協
恵
那
支
店

●
２
月　

日�
午
後
１
時　

１６

▽
東
美
濃
農
協
恵
那
支
店

●
２
月　

日�
午
後
１
時
半　

１６

▽
東
美
濃
農
協
東
野
営
業
所

●
２
月　

日�
午
前　

時
・
午
後

１７

１０

１
時　

▽
岩
村
公
民
館

●
２
月　

日�
午
前　

時　

１８

１０

▽
東
美
濃
農
協
上
村
支
店

●
２
月　

日�
午
前　

時
・
午
後

１８

１０

１
時　

▽
明
智
振
興
事
務
所　

▽

恵
南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

●
３
月
２
日�
午
後
１
時
半　

▽
武
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

農
業
振
興
課（
内
線
５
４
３
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

年
金
額
の
変
更
に
よ
る
医

療
・
介
護
保
険
料
へ
の
影
響

健
康
成
人
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
開
始

身
体
障
害
者
手
帳
に
肝
臓

機
能
障
が
い
が
追
加

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院

公
費
）
の
再
認
定
申
請

問問

問

問

問農
業
制
度
「
戸
別
所
得
補
償

モ
デ
ル
対
策
」の
説
明
会

問
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円
滑
な
求
人
活
動
と
、
採
用
時

に
お
け
る
従
業
員
と
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
な
ど
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

２
月　

日�
午
後
２
時

２４

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所
３

階
会
議
室

□
演
題　

雇
用
に
関
わ
る
義
務
と

責
任
〜
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
〜

□
講
師　

水
野
宏
昭
氏
（
社
会
保

険
労
務
士
）

□
内
容　

▽
労
働
契
約
書
を
結
ん

で
い
ま
す
か　

▽
労
使
ト
ラ
ブ
ル

の
事
例　

▽
就
業
規
則　

▽
緊
急

雇
用
安
定
助
成
金

□
受
講
料　

無
料

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
個
別
相
談

を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　

恵
那
商
工
会
議
所
中
小

企
業
相
談
所�
２
６
―
１
２
１
１

　

恵
那
が
、
子
育
て
し
や
す
い
地

域
と
な
る
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
内
で
子
育
て
支
援

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
諸
団
体

の
交
流
や
、
活
動
状
況
を
皆
さ
ん

　

た
ま
に
は
、
晩
酌
の
お
つ
ま
み

を
自
分
で
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

料
理

経
験

の
少
な
い

方
や
苦
手
な
方

な
ど
も
、
ぜ
ひ
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

□
と
き　

２
月　

日�
午
前　

時

２１

１０

□
と
こ
ろ　

武
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

□
講
師　
「 
男  
女 
の
わ
」
ネ
ッ
ト

ひ 

と

ワ
ー
ク
会
員

□
メ
ニ
ュ
ー　

イ
カ
の
塩
辛
、
き

の
こ
料
理
な
ど

□
参
加
費　

５
０
０
円

□
参
加
者　

成
人
男
女
（
定
員　
２５

人
）

　
　
　
　
「
男
女
の
わ
」
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
内
）（
内
線
６
２
９
）

に
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て

の
講
演
会
も
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
内
容　

２
月　

日�
２８

▽
午
前　

時
―
正
午
＝
子
育
て
支

１０

援
活
動
者
の
事
例
の
展
示
や
活
動

発
表　

▽
午
後
１
時
―
３
時
半
＝

子
育
て
支
援
に
関
す
る
表
彰
（
団

体
・
企
業
・
個
人
）
と
子
育
て
支

援
講
演
会

※
講
演
会
以
外
は
、
申
し
込
み
不

要
で
参
加
自
由
で
す
。
ま
た
当
日

は
、
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
を
開
放

し
ま
す

【
子
育
て
支
援
講
演
会
】

□
演
題　

子
育
て
支
援
で
新
た
な

地
域
の
絆
を　

〜
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ
の
時
代
を
迎
え
て
〜

□
講
師　

子
育
て
ひ
ろ
ば〈
あ
い
・

ぽ
ー
と
〉施
設
長
、恵
泉
女
学
園
大

学
大
学
院
教
授　
 
大  
日  
向 
雅
美
氏

お
お 
ひ 
な
た

□
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

□
対
象　

子
育
て
支
援
活
動
者
や

子
育
て
中
の
親
子
な
ど

□
参
加
費　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

①
住
所
②
氏

名
③
連
絡
先
―
を
明
記
し
て
、

フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
、
メ
ー
ル
な
ど
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

申
し
込
み
も
、
受
け
付
け
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す
。
希
望
の
方

は
、
一
緒
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
定
員
あ
り
）

　
　
　
　

え
な
子
育
て
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局

（
少
子
化
対
策
推
進
室
内
）〒
５
０

９
―
７
２
０
５
長
島
町
中
野
４
１

４
―
１
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
内

�
２
５
―
１
１
５
５�
２
５
―
１

１
５
９�

kosodateshien@
city.e

na.lg.jp

□
と
き　

３
月
１
日�
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟　

大

会
議
室

□
公
述
申
出
期
間　

２
月
５
日�

―　

日�
１９

　
　

県
庁
都
市
政
策
課�
０
５
８

―
２
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３

７
５
５
）、
市
役
所
都
市
整
備
課

（
内
線
２
３
４
）

　

視
覚
障
が
い
者
の
パ
ソ
コ
ン
利

用
を
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
講
習
会
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
な
ど
の
活
用
方
法
を
受
講
い

た
だ
き
ま
す
。

□
と
き　

▽
第
１
日
目
＝
３
月
６

日�
午
後
１
時
―
５
時　

▽
第
２

日
目
＝
３
月　

日�
午
前　

時
―

２０

１０

午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

□
募
集
人
員　

５
人

□
受
講
対
象
者　
　

月
７
日
の
受

１１

講
者
。
ま
た
は
以
前
、
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
を
修

了
し
た
方
。

□
締
め
切
り　

２
月　

日�
２７

　
　

〒
５
０
３
―
０
０
０
６
大
垣

市
加
賀
野
４
―
１
―
７
ソ
フ
ト
ピ

ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
１
Ｆ

福
祉
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン�

�
０
５
８
４

―
７
７
―
１

２
８
２
、
恵

那
講
習
会
担

当
（
山
田
）

�
０
９
０
―

７
０
４
７
―

５
６
４
９

申
・
問

問 恵
那
都
市
計
画
に
関
す
る

公
聴
会

今
日
か
ら
家
飲
み
派
に

簡
単
「
お
つ
ま
み
」
教
室

労
働
セ
ミ
ナ
ー

申
・
問

案
内

え
な
子
育
て
支
援
フ
ォ
ー

ラ
ム

申
・
問

視
覚
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

問

▲

講
師
の
大
日
向
雅
美
氏

11　2010.2.1

き
生
き
と
仕
事
を
し

て
い
く
た

め
に
は
、

人
間
関

係
を
円

滑
に
す

る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
、「
言
葉
」

と「
会
話
」。
そ
れ
が
い
か
に
人
間

関
係
の
潤
滑
油
に
な
る
か
。
そ
の

重
要
性
を
、
理
解
や
認
識
し
て
い

た
だ
き
、
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

３
月　

日�
午
後
１
時

２４

半
―
５
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所
３

階
会
議
室

□
対
象
者　

新
入
社
員
や
若
手
社

員
（
就
業
５
年
以
内
の
方
）

□
参
加
料　

無
料

□
講
師　

㈱
ハ
ー
モ
ネ
ッ
ト
代
表

取
締
役　

近
藤
敏
子
氏

□
内
容　

▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
理
解
す
る　

▽
聴
く
力
を
つ

け
る　

▽
話
す
力
を
つ
け
る　

▽

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上

（
実
習
）

　
　
　
　

恵
那
商
工
会
議
所
中
小

企
業
相
談
所�
２
６
―
１
２
１
１

　

ご
近
所
や
職
場
、
家
族
間
、
ま

た
は
介
護
者
と
の
健
全
な
人
間
関

係
を
築
く
こ
と
。
そ
れ
が
可
能
に

な
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

□
と
き　

３
月
６
日�
午
後
１
時

半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

集
会
室

□
定
員　
　

人
５０

□
講
師　

今
井
昌
代
氏
（
㈱
福
祉

の
里
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
部
次
長
）

□
そ
の
他　

お
孫
さ
ん
な
ど
の
面

倒
を
見
て
お
ら
れ
る
方
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り　

２
月　

日�
２６

　
　
　
　
�
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー�
２
５
―
７
７
８
８

　

社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
、
職

場
に
お
け
る
環
境
に
も
大
き
な
変

化
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
生

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
と
技
法

申
・
問 案

内

　

人
権
擁
護
委
員
を
３
年
に
わ
た

り
務
め
て
き
た
、
森
井
俊
介
さ
ん

（
三
郷
町
）が
退
任
す
る
こ
と
に
な

り
、
岐
阜
法
務
局
長
と
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
任
に
は
、
中
崎
修
さ
ん
（
武

並
町
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
日
常
の
困
り
ご
と
、

も
め
事
な
ど
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
内

容
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
相
談
日

は
、
本
紙
の
毎
月　

日
号
を
ご
覧

１５

く
だ
さ
い
。

　
　

総
務
課
行
政
係
（
内
線
３
０

７
） 紹

介

　

市
で
は
、�
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
活

用
し
て
、
地
域
防
災
ス
ク
ー
ル
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
財
源
は
、
宝
く
じ

受
託
事
業
収
入
で
す
。
将
来
の
地

域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
人
材
に

対
し
て
、
防
災
や
消
防
活
動
な
ど

の
知
識
を
得
る
機
会
を
増
や
す
た

め
に
、
長
島
町
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
は
長
島
小
学
校
・
恵
那
北
小
学

校
そ
れ
ぞ
れ
と
連
携
し
て
、
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
長
島
町
以
外
の
地
域

で
も
、
事
業
を
行
え
る
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
内
線

６
３
９
）

　

笠
置
町
大
平
地
区
の
地
籍
調
査

が
終
了
し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し

た
。
こ
れ
で

市
内
の
地

籍
調
査

の
登
記

完
了
面
積

は
１
１
２
・

３
０
平
方�
と
な
り
、
完
了
率
は

　

・
０�
と
な
り
ま
し
た
。

２６▽
調
査
範
囲
＝
笠
置
町
大
字
河
合

字
大
平
、
道
切

▽
調
査
面
積
＝
１
・
０
９
平
方�

▽
調
査
筆
数
＝
２
４
３
筆

▽
登
記
年
月
日
＝
平
成　

年　

月

２１

１２

　

日
２７
　
　

地
籍
調
査
推
進
室�
４
３
―

２
１
１
１

問

問 人
権
擁
護
委
員
の
交
代

宝
く
じ
助
成
を
活
用
し
地

域
と
学
校
で
防
災
の
勉
強

地
籍
調
査
事
業
の
登
記
完
了

問

▲物干し竿と毛布の担架を体験（恵那北小学校）

▲左から森井さん、中崎さん

若
年
労
働
者
の
た
め
の
定

着
支
援
セ
ミ
ナ
ー

申
・
問

▲

炊
き
出
し
訓
練
を
実
施（
長
島
小
学
校
）


